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８月２８日（水）長野市「JA長野県ビル」において、長野地本「第１３回定期大

会」を開催しました。台風１０号の影響で開催できるか判断に苦しむ状況でありました

が、進路が変わり影響ないと判断できたため、通常通り開催することができました。 

臼井委員長からは「台風接近に伴い、まず考えたのは『安全』、バタバタとなっ

てしまった数日についてはご迷惑をお掛けしたが、結果論ではなく『その時その

時判断して実行する』その判断ができる組織力があったということが証明された

と思っている」「２０２４春闘『大きな勝利』であり、みんなで確認したい。分会・支

部が自ら考え運動をつくり出してきたことは大きな成果である」「夏季手当同時

議論にこだわる会社の本当のねらいを明らかにし、今後のたたかいにつなげて

いく」「結成１０周年、２０１３年１２月２１日にここ JA ビルで結成大会を行った。コロナ禍で形式的な会

議になってしまう時もあったが、このように顔をつき合わせて話をし、議論するということが大事であ

ると再確認できた１０年でもあった」「未来を見据えた運動を共につくり出していきましょう」と挨拶が

ありました。 

来賓の本部嶋田副委員長からは「７月２９日に横浜で組織拡大があった。拡大

があった一地方のことと切り縮めず、全組合員でこの成果を確認していきたい」

「本部定期大会において、２０２４年度年末手当の要求実現に向けてたたかいが

スタートを切った。業績は７月３１日発表の『第１四半期決算』において、営業利益

は対前年約１５７％、運輸収入は対前年１０６．９％となり、単体・連結ともに『増

収・増益』となっている。変革２０２７のスピードアップにより兼務や遠隔地への
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転勤、みどりの窓口の長蛇の列のお客さま対応などの努力を重ね、私たちがこの業績を生み出してき

た。労働側の団結を更に高め、要求実現に向けてたたかいをつくり出していく」「長野地本の飛躍を勝

ち取ってきた運動の成果を今定期大会で確認し、更なる東日本ユニオンの飛躍、組織拡大の実現を目

指して共に頑張っていきましょう」と挨拶がありました。 

 

 

 

 

 質疑では６名の代議員から「結成１０年を振り返って感じること」「労働組合の必要性をどう広げてい

くのか」「長野駅での新幹線乗り換え時分について」「みどりの窓口問題」「２０２４春闘の取り組み、夏

季手当の同時議論について」「ダイヤ改正後の勤務の問題」「レク活動を通じた組織強化の取り組み」な

ど様々な発言がありました。 

 

小林書記長の集約答弁では「６名の代議員から発言があった。出された業務課

題については各機関と連携して申し入れを行い、問題解決に向けて取り組んでい

く」「２０２４春闘は『統一行動』を全ての職場から展開してきた。地本として、組合

員が集い、春闘について何でも話せる場をつくるために『春闘座談会』を開催して

きた。今後も組合員が集う場を地本としてつくっていく」「昨年長野地本で２名の

仲間が東日本ユニオンの旗の下に結集してくれた。職場において運動をつくってきた結果が２名の加

入につながった。更に職場から東日本ユニオンの運動を推し進めていくことを全体で確認したいと思

う」「これから先を見据えた時、組織拡大はもちろんのこと、長野地本の強化ということを考えると『担

い手』をつくっていくことが急務な課題である」「一人一人がこれからの東日本ユニオンをどう強化・

発展させていくのかということを考えていかなければならない」「みんなで議論して運動をつくり出し

ていく以外に強化も拡大もない。この１０年を振り返り、明るい未来をつくり出すために、全組合員で

取り組みを推し進めていきましょう」と答弁がありました。 
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